
【別紙５－４】 

通学路の安全確保課題について 確認事項 

１【木川小学校区】 

〈場所〉 

・点検箇所⑦ 木川小学校南の踏切付近 

 

〈懸念点〉 

・踏切の南東側：駐車場の所で待機できる。 

・踏切の北側 ：北側は民家等があるため待機場所が少ない。 

・踏切の北西側：西側は鋭角のため線路に侵入する 

車が巻き込む可能性がある。 

・踏切の北東側：東側は外側線が消えている。 

 

〈学校、建設局、警察署との検討結果（案）〉 

・踏切の北東側の外側線の引き直し及びポールの設置については建設局によ

り対応済み（右図）。 

・今後、工事計画に応じて、踏切の北側の通学路を東回りにすることを学校におい

て検討する。 

・淀川警察署と調整を行ったが、当該道路については、道路状況、交通量等の条

件から時間帯規制は難しい場所のため、規制の新設はできないとのこと。 

２【木川南小学校区】 

〈場所〉 

木川東２丁目 

淀川通から北方向に木川小学校に向かう道 

 

〈懸念点〉 

・左のルートは点検箇所 A と C、⑨がある。 

・真ん中のルートは重量制限が設けられているが、 

 道幅が狭く人通り少ない。点検箇所⑩がある。 

・右のルートは点検箇所 Bがある。 

 

〈学校との検討結果（案）〉 

・それぞれのルートについて、課題があるものの直ちに危険な箇所ではないことから、児童の通学時間及び

各道路への人数の分散も考え、いずれのルートも使用することとする。ただし、A のルートは車の交通量も

多く、スーパーへの搬入等の大型車両も多いため学校での通学路安全教育が必要。 

 


